





















1 . 1 . 研究主題設定の理由
研究の目的として 「子どもが主体的に問題解決に取
り組む社会科学習構想」を掲げた理由は以下である。
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図1 漬物ばなれについてのアンケート （左）とその結果① （右）
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図12 漬物ばなれについてのアンケート結果②
自らすすんでアンケートを作ったり，結果から問題
の解決策を考えたりする姿が見られたことから，学習
問題2が子どもたちの追究を自分事にすることに効果
があったと考察する。また，附属小学屯文内に起こって
いる漬物ばなれを止めるという目的は，子どもたちに
とって，何をすればよいかについて具伽的に考えるこ
とを可能にし，解決の見通しをもちやすく したのでは
ないかと考える。解決の見通しをもつことで子どもた
ちは主体的に動くことができると考えれば， 学習問題
を設定する際には，子どもが解決の見通しをもつこと
ができるかどうかが大切な視点となるかもしれない。
さらに，学習問題が附属小学校の子どもたちの漬物
ばなれを止めることを目的としたものであったため，
附属小学校でも漕物ばなれが起こっているかどうか
4. 3. カリキュラム・デザインの工夫について
実践におけるカリキュラム・デザインの工夫は，「漬
物」や「伝統」といった子どもにとって身近でないも
のを学習材となる社会的事象として取り上げているた
め，十数時間の社会科の学習のみで「漬物」や「伝統」
について理解していくのは難しい。3年生の実態を考
えると，理解し難いものは身近に感じることができな
いだけでなく，興来や関心も低下していくことが予想
― 39 ―
され， 主佑的に学習に取り組む姿が表れにく いにでは
ないかと考えられることから，これらの問題を解消す
るために用いたものである。
《特別活動》
「郷土料理について知ろう」
特別活動の時間において「郷土料理について知ろう」
の学習を行った。まず，和歌山市では，地理的環境を
生かし， 昔から潰物づくり（紀の川漬け）が行われて
きたことを知った（図 13)。次に，紀の川漬けを実際
につくつて食べる活動を行っt~(図 14, 15)その中で，
紀のJI漬けをつくる工程を知ったり，紀の川漬けの味
を確かめたりすることができに
また，塩渚けにするのは，塩味を演物に入れるとい
うだけでなく ，長く保存ができるようにするための昔
の人の知恵であることやおもりを置いて漬物を押すこ
とにより，水分がたくさん出て，その分味が漬物にし
みこんでいくことなどを実体験をとおして，知ること
ができた。?
?
和歌山市で昔からつくられてきた郷土料理
和歌山県北部地いきでは、紀
ノ川周辺には、水はけがよく栄
養たっぶりの土に恵まれた場所
があり、古くから紀州白大根が
育てられてきた。紀州白大根は、
やわらかく、みずみずしい歯ご
たえで、 「大根の王様」と呼ば
れる。その紀州白大根を使って
漬物にしたのが「紀の川漬け」
である。
図13 和歌山で昔からつくられてきた郷土料理
図14 自分たちでつくる紀の川漬ltG)
図15 自分たちでつくる紀の川漬中②
《特別の教科道徳》
特別の教科道徳の学習においては， 「にんじんのかざ
り切り」を教材として，伝統を守り，受け継いでいく
ことの価値を学んだ3
にんじんのかざり切りに見られる，「見た目が美しい
だけでなく，味がしみこみやすくなっている」などの
昔の人の知恵を具体的に学ぶことをとおして，日本の
食文化の一端を知るとともに，昔の人のエ夫のすばら
しさやそのような工夫を守り，受け継いでいくことの
大切さについて学んだ （図16)。
図16 「にんじんのかざり切り」
4. 4. カリキュラム・デザインの工夫につい
ての考察
カリキュラム ・デザインのエ夫を行った結果，その
効果であると考えられる子どもたちの姿がいくつか見
られた。
《社会科第1時》
「自分たちがつくった紀の）I漬けと工場Kの紀の）1漬
けを食べ比べよう。」
第1時は，特別活動 「郷土料理について知ろう」で
自分たちがつくった紀の川漬けと漬物工場Kでつくら
れた紀の）I漬けを食べ比べる活動を行った。すると，
以下のような発言が子どもたちから出された。
「自分たちがつくった紀の川漬けより，廿くない。」
「色が自分たちがつくったのより黄色い。」
「漬物の上にのっている茶色いものは何？」
― 40 ―
これらの意見は，味や見た目に着目して，漬物工場
Kの漬物と自分たちの漬物を比べた結果であると考え
る。言い換えれば，特別活動において「紀の川漬けづ
くり」を経験した子どもたちだからこその意見である
と考える。この点において，教科等横断の視点でカリ
キュラムのデザインを行うことの利点が表れていると
考察する。
同じように漬物工場Kの紀の）I[づけを食べる活動を
行っていても，このような感想や疑問は出て来なかっ
たのではないかと考える。それは，比較する対象がな
いからである。また，全員が共通体験として，漬物づ
くりを行っていることで，感想や疑問の共有をしやす
くなっていたことも他教科等横断の視点でカリキュラ
ムをデザインをすることの利点である。
《社会科第10・11時》
「どうすれば，附属っ子たちの漬物ばなれを止
められるか？～漬物を食べなくても問題ないっ
ていう人がいるけど本当に問題ないかな？～」
第10・11時は，附属小学校の子どもたちにとった
アンケート結果の中にあった，「漬物を食べなくても
別に問題ない」という意見について各々の見方や考え
方を意見として出し合った。すると，次のような話し
合いの場面があった。
（第10時授業記録より）
こうた 洋食とかは流行っているのにさ，和食だけなくなってい
るって。他のもなくなっているかわからんけど，和食も
なくなっているから。
教師 日本で和食が食べれなくなってきて洋食を食べること
が多くなってきたってことね3
あかね前にんじlv<J)かざり切りってやったやん？あれも和食
で，漬物だ巾がなくなったとしたら，工場Kの人は今ま
で漬物を苦労しながら作ってきたのにせっかく作った
のに自分たちでがんばって作ったものがなくなったり
とか，漬物が好きだった人は残念だなって思うかもしれ
ないから，そんなことになる前にみんなで洒物ばなれの
ことを考えていったら，いい案が思い浮かぷと思うから
少しでも早く工場Kの人に伝えたら，漬物ばなれが止ま
ると思います。
教師 ・道徳でにんじんのかざり切り勉強したいねあの時どん
なこと気づいた？
まさと 食べる人のことを考えているとか。
ゆかり 工夫がたくさんある。
教師例えば？
ゆかり 例えば，見た目とおいしさのことを考えていて，見た目
でかわいい，おいしそうって思える。
ひとみ見た目もよくて味もいい。
まき 味がしみこみやすい。
ゆうき つけものばなれが発生している中で，和食あるやん？寿
司つて外国でも人気あるやん？寿司つて今の人の舌に
あうけど，つけものは合わなくなってる。でも昔の人
のちえとかたくさんつまってるんやけど，今の人はその
おいしさに気づけなくなってマイナスだら1ナ。
教師今，ゆうきくんがマイナスだらけって言ったんやけど，
アンケートを取った時にどんな意見があったっけ？
（「つけものを食べなぐ（も問題ない」という意見を掲示）
けんじあー。おった，おった3
教師おったよね。
ゅうき 全く問題ないわけじゃない。
教師漬物を食べなくても別に困らないし，問姪ないんじゃな
いのって言ってた人いたよね)
今日休んでいるさとみちゃんは， 「その通り」とか言っ
てたよね
けんじ食べてなくても別に困らんけど，つくつている人が悲し
くなるっていうか。ぼくたちは問題ないけど，作ってい
る人は問題になってる。
教師けんじくんはそう思うんや。
ま き 自分は食べなくても何もならんやん？漬物工場の人は
がんばって作っているのに，食べてもらえないのはダ
メ。
ゆうき 塩分が嵩くてさあたくあんとか栄狸あるやん。大豆も
そうやけど，塩分高くなくて栄簑が多いやつあるやん？
納豆とか食べたら，栄養も自分の体にくるから，塩分高
いのも好きっていう人もおるから，自分は困らんけど，
工場Kでは栄簑もたくさん入ってて，めっちゃがんばっ
てるのに，気にしてないからダメ。
こうた 漬物は江戸時代からずっと続いてる，健康にいいとか体
にいいと力唄がいいとかやから，今も残ってるやんか。
味がよくないし体には悪いやつつて昔の人がいらんっ
ておもってるってことやん。今も残ってるってことは
自分たちが気づいていないだけで，漬物に残す価値があ
るってことなんよ。漬物だけにある特別な栄養とか。
授業記録では，あかねの「前，にんじんのかざり切
りってやったやん？」という発言がある。この発言が
きっかけとなって，子どもがこれまでの学習をふり返
ることができ漬物ばなれを止める理由として，こう
たの「漬物は江戸剛七からずっと続いてる。.'.(省
略）漬物に残す価値があるってことなんよ。」といっ
た日本の伝統受け継いできた食文化にかかわる内容
の発言が出始めた。
第1時では次のような話し合いの場面があった。
（第1時授業記録より）
― 41 ―
ゆうた今の人が泊物を伝えないと，村井の人に泊物が伝わらな
くなると思います。だから，問題はあると思います。
はると 籾物は食べなくても問題ないって，羽物は栄捉あるし，長
持ちするし，非常食にもなるし，好きな人もいるし，この
まま食べなくなってはいけないと思います。
こころ食べなくても問題はないんやけど，作っている人にとっ
ては問題があって，和歌山の人が泊物を食べなくなって，
和食も食べなくなって，いろいろな和食がなくなってい
くと思し、ます。
こうた調べたんやけど，泊物って奈良時代っていう 1300年
くらい前からあって，今も続いてるってことはそれだけ
必要ってことで，泊物のいいところが大体の人に知られ
てないってことやと思うから，そういうことを知っても
らって買ってもらえるようにするといいと思います。
けんじ涼物を食べなくても問題ないって言ってる人は，自分は
問題ないって思ってるけど，つくつている人の努力を考
えるとなくなってはいけないと思うから，つけもの工場
の人の努力を伝えていくといいと思います。
はると 樅物は昔から泊けてたやろ？今の人に責任があるってい
うか，想いをこめて新しい人に伝えていくつていうのを
昔の人はやってきたと思うけど，今の人が裏切って次の
泊物を食べたい人が食べれなくなってはダメだと思う。
たけし こうたくんと同じで柏物は昔から続いてるものやがら。
ゅうき 泊物って栄養あるやろ？何回も言ってるけど，栄務があ
って，冷蔵哨なしで保存がきいて，今でも停電とかするや
ろ？実際に泊物は非常食として活用されているやろ？
で，新しさもあるやろ？伝統を守りながら新しい味も作
っているから，食べやすいと思う。だから，今の人は泣物
のことを全然知っていなくて，ぼくたちやったら，伝統を
守りながら進化してるってこと知ってるけど。
こうた 日本っていろいろ文化があるやんか。日本独自の文化っ
て和食があるから。和食って最近食べ物とかを自分たち
でつくる機会って少ないやん。アメリカとかにたよって
るから，和食がなくなっていくんじゃないかと心配i
第1時では，漬物の歴史的な価値についての内容
が発言の中心になっている。これは第 10時のこう
たの発言「今も残ってるってことは，自分たちが気づ
いていないだけで，漬物に残す価値があるってことな
んよ。」がきっかけになったのではないかと考察す
る。 しかし，きっかけがあれば，みんながそのように
考え始めることができるとは限らない。このように
次々に漬物の歴史的価値についての考えを話す子ども
が続いていったのは，そのような価値を共有していた
からであると考える。共有したからこそ，他者の考え
を自らに引き付け，思考することができ，各々が自分
ごととして学習に取り組めたのでないだろうかと考察
する。そのような価値を共有していた場面を考える
と， 特別の教科道徳の「にんじんのかざり切り」であ
り，特別活動の 「郷士料理について知ろう」の学習が
思い当たる。
したがって，第10・11時のこのような話し合いの
場面では，特別の教科道徳や特別活動での学習が活用
された結果であると考えられる。
5 成果と課題
本実践において，オーセンティックな学習問題を設
定することによって子どもたちが 「自分に引き付けて
の思考や判断を進めることができる」ようになり，こ
れらの事柄は社会科において重要となる「自分事にな
る」ことに結びついていくことが明らかになっ↑こま
た，学習問題を設定する際には，子どもが解決の見通
しをもつことができるかどうかということが大切であ
ることも明らかになった。
カリキュラム ・デザインのエ夫については，教科等
横断の視点で単元配列を丁夫しておく ことで，教科間
で知識や価値を共有できるようになり，教科等を飛び
越えて知識や価値の転移・活用を行うことでできるこ
とが明らかになっにまた，クラスの中にそのような
疇 ・活用をする子どもが見られたとき，共通体険 ・
共通理解があることで転移 ・活用した知識や価値が学
級全体に広がっていく ことも明らかになった。
しかし，課題も残されている。オーセンティックな
学習問題の設定については，学習問題の吟味の間題で
ある。本実践においては，オーセンティック債；正の，
本物の）という意味を現実の社会に実在する問題とい
う意味で捉え実践している。実践して感じたことであ
るが，現実の社会に実在する問題であれば何でもいい
わけではないだろう。子どもにとっての「オーセンテ
ィックさ」が重要なのだろうと考える。今後は，子ど
もにとってのオーセンティックな学習問題を設定する
ために学習問題を選定 ・吟味する視点を明らかにした
い。そうすることで，多くの教師がオーセンティック
な学習問題を学習に位置付け実践することが可能にな
るはずである。
カリキュラム ・デザインについても課題は残されて
いる。それは，カリキュラム ・デザインの工夫は子ど
もが知識や価値を転移 ・活用するための環境整備に過
ぎないということである。子どもが安定的に知識や価
値の転移 ・活用をしながら学習を進めるためには，別
の手立てが併せて必要なのかもしれない。安定的に知
識や技能を転移 ・活用できる手立てを明らかにするこ
とが今後の課題である。
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